「人間科学研究交流会」報告 第39回 : アレキシサイミアと感情の一般性と脳活動の関連について by 光山 裕生
アレキシサイミアとは
　アレキシサイミアは自己の感情認知障害に関するパーソ
ナリティであり，①感情を識別することが困難である，②
感情を他者に語ることが困難である，③空想の欠如を基に
した乏しい想像力，④刺激に結びついた外界へ向いている
認知様式の４つを定義とする（Taylor et al., 1997）。
　アレキシサイミアの問題として，様々な精神疾患のリス
クファクターになり得ることが挙げられる。心気症や身体
化障害の原因の一部として考えられており（Taylor et al., 
1997），実際に，保健センターへ通う人の中で，身体化障害
患者のほうがそれ以外の疾患の患者に比べてアレキシサイ
ミア傾向が高いことが示されている（Jyvasjarvi et al. 
2001）。
　認知神経科学の分野でもアレキシサイミアの検討が行わ
れている。アレキシサイミア群のほうが非アレキシサイミ
ア群に比べて，ポジティブな情動画像を提示した際の前帯
状回・内側前頭前皮質・中前頭回の賦活量が高く，ネガティ
ブな情動画像を提示した際の左内側前頭－傍帯状回の賦活
量が低いということが報告されている（Berthoz et al., 
2002）。また，認知神経科学的な検討により，他者の心の認
知にも障害を持っている可能性が示唆されている。
Moriguchi et al.（2006）は，心の理論が必要となるアニ
メーション課題を実施し，アレキシサイミア群のほうが非
アレキシサイミア群よりも課題得点が有意に低く，また課
題中の内側前頭前皮質の賦活が低いことを示している。自
閉症スペクトラム群とコントロール群を対象とした，自身
と親しい人に与えられる痛みを認知する実験では，左の島
皮質の活動が群に関わらず，その人のアレキシサイミア傾
向が高いほど低下することが示されている（Bird et 
al.,2010）。これは，自閉症スペクトラムであるかどうかと
いうことよりもアレキシサイミアであるかどうかというこ
とが痛みに対する共感・認知時の脳機能に影響を及ぼして
いると考えられる。
　このようにアレキシサイミアについて様々な検討が行わ
れている。しかしながら，先行研究では，アレキシサイミ
アの人の実際の感情認知に関する検討を行ったものは少な
く，具体的にアレキシサイミアの人がどのような感情を
持っているか不明瞭である。
研究１：	アレキシサイミアの感情認知及びその際の脳活
動に関する検討
　アレキシサイミアの人の実際の感情認知について検討す
ることを目的とする。また同時に，実際に対象者の認知し
た感情に基づいた感情のカテゴリ分けを行い，その上でア
レキシサイミアの感情喚起時の脳活動について検討する。
研究１：方法
　健常な大学生40名を対象とした。平均年齢は21.83±2.30
歳であった。なお，本研究では２つの実験デザインが用い
られており，40名のうち28名がパターン１，12名がパター
ン２の対象者であった。対象者40名を，アレキシサイミア
傾向を測定する質問紙である日本語版TAS-20（小牧
他,2003）の得点の平均値で２群に分け，アレキシサイミア
傾向高群（21名），低群（19名）とした。
　対象者に，International Affective Picture System 
（IAPS）から選定した30枚の画像をランダムに提示し，そ
の画像を見た際の自身の感情について１から９点の９件法
で回答させた。点数が高いほど快，低いほど不快とした。
IAPSから選定した30枚の画像のうち，10枚は感情価3.5か
ら3.79のネガティブ画像，10枚は感情価4.95から5.28の
ニュートラル画像，10枚は感情価7.38から8.34のポジティ
ブ画像であった。実験デザインには２つのパターンがあり，
どちらも感情評価の時間（５秒）は同じであるが，画像の
提示時間についてはパターン１のほうが長かった（20秒：
５秒）
　対象者の感情評価が１- ３点であればネガティブ，４- ６
点であればニュートラル，７- ９点であればポジティブな
感情を認知したとみなし，その評価された感情カテゴリと
予め画像に設定している感情カテゴリが一致する割合を感
情評価一致率として，「他の多くの人と同じような感情を認
知しやすいか」という指標とした（Fig. １）。
 
話題提供者：光山　裕生
演 題：アレキシサイミアと感情の一般性と脳活動の関連について　
開 催 日 時：2018 年 12 月５日，18:00 ～ 19:00
開 催 場 所：100 号館第１会議室
第
39
回
－ 151 －
人間科学研究　Vol.32, No.1（2019）
「人間科学研究交流会」報告
　実験中の脳活動をNIRS（日立メディコ：ETG-4000）で
測定した。関心領域は内側前頭前皮質（MPFC）と側頭頭
頂接合部（TPJ）とした。
研究１：感情認知に関する結果
　アレキシサイミア傾向高群と低群間で，評価した感情カ
テゴリの割合に違いがあるかについて，群を独立変数，各
カテゴリの評価割合を従属変数としたt検定を行ったとこ
ろ有意な差は認められなかった。アレキシサイミアの人が
他の人と同じような感情を認知しやすいかどうかを検討す
るために，群を独立変数，感情評価一致率を従属変数とし
たt検定を行ったところ，画像全体の感情評価一致率とポジ
ティブ画像に対する感情評価一致率に10%水準で有意傾向
の差が認められ，高群の方が感情評価一致率は低かった。
またどちらも中程度の効果量が認められた。
研究１：感情認知に関する考察
　群間で評価された各感情カテゴリの割合に有意な差が認
められなかったことから，アレキシサイミアの人もそうで
ない人と同程度に感情を認知していると考えられる。また，
全体とポジティブ画像に対する感情評価一致率に有意傾向
の差が認められ，かつ高群のほうが低かったことから，ア
レキシサイミアの人は特にポジティブ感情刺激に対する認
知に障害を抱えている可能性が考えられる。
研究１：脳活動に関する結果
　アレキシサイミア傾向高群と低群間で，感情認知時の脳
活動に差があるか検討するために，群を独立変数，脳活動
を従属変数としたt検定を行った。なお，対象者の評価に
従って感情のカテゴリ分けをしたため，各カテゴリ内のサ
ンプル数が対象者によって異なっていた。t検定の結果，有
意な差は認められなかった。しかしながら，ネガティブ感
情認知時の右TPJ，ポジティブ感情認知時の両側TPJに大
きな効果量が認められ，高群の方が脳の賦活量は高かった。
またポジティブ感情認知時のMPFCに中程度の効果量が
認められ，高群の方が脳の賦活量は高かった。
研究１：脳活動に関する考察
　TPJがアレキシサイミアの感情認知の特徴と関わってい
る可能性が示唆された。TPJは自分の心の状態について表
現する際に活動するとされている（Vogeley et al.,2001）。
本研究では解析の手法上，アレキシサイミア傾向高群につ
いては，感情認知が苦手な人が感情認知できた際の脳活動
を解析対象としていると考えられる。これらのことから，
TPJが強く賦活することで，感情認知に障害のあるアレキ
シサイミアの人でも何かしらの感情を認知することができ
たと考えられる。しかしながら，前述の通り，アレキシサ
イミアの人はポジティブ感情刺激に対する認知が特異であ
る可能性が示唆されており，TPJが強く働いていることが
他と同じような感情の認知と繋がっているとは言えず，こ
の点については更なる検討が必要であると考えられる。
研究２：	感情認知に関する安静時の脳活動の検討（Pilot 
study）
　安静時にも脳は活動しており，安静時の脳活動が脳機能
障害や精神疾患等の様々な障害と関連していることが示さ
れている。感情に関する認知神経科学的な検討については，
感情認知時の脳活動の検討が多く，安静時の脳活動の検討
はほとんど行われていない。そこで，発表者は感情認知と
安静時の脳活動の関連について検討を行った。
研究２：方法
　健常な大学生12名を対象とした。パターン２の実験デザ
イン（画像提示５秒，感情評価5秒）で実験を行い，感情評
価一致率を算出し，71%以上を一般感情群（６名），70%以
下を特異感情群（６名）とした。また，対象者を７分間安
静にさせ，その際の脳活動をNIRS（日立メディコ：ETG-
4000）で測定した。NIRSで測定される値は相対値である
ため，各チャンネルの脳活動の相関係数を算出し，その値
を機能的結合（functional connectivity）として解析対象
とした。
研究２：結果
　群を独立変数，機能的結合を従属変数としたマンホイッ
Fig. １　感情評価一致率
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トニーのU検定を行ったところ，有意な差は認められな
かったが，いくつかの機能的結合に大きな効果量が認めら
れた（Fig. ２）。
Fig. ２　群間の差に大きな効果量が認められた機能的結合
研究２：考察
　一般感情群よりも特異感情群のほうが，左上側頭回と左
前頭前皮質背外側部（DLPFC）の機能的結合が高い可能性
が示唆された。上側頭回は言語や社会認知と関わる部位で
あり，DLPFCは注意機能と関わっている。これらの部位の
機能的結合が強いことについて，発表者は今後さらなる検
討・考察を行う予定である。
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